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「お母さあん、お米をとぐの手伝っていい？」わたしは、さいきんお

米をとぐお手伝いがすきです。なぜお米をとぐのがすきかというと、

お米をとぐ音がすきだからです。 

「シャカシャカ、ザッーザッー、ギュッギュッ。」とお米が音をなら

します。何とも言えない音、気持ちいい音、やさしい音がします。わ

たしのお米をとぐお手伝いは、まだまだお母さんにはかないません。

お米をおいしいごはんにするためには、強くお米をとぐと表面がけ

ずられ、お米がわれたり、たき上がるとベタベタになると、教えてく

れました。お米を一合ずつはかることが、おいしいごはんをたくこと

につながるみたいです。水の量がちがってくるとたき上がりがちが

ったり、お米に水を加えたらゆっくりとしては、いけないそうです。

お米は、水をすって生きているみたいです。今のわたしがお米をとぐ

ときは、「おいしくなあれ。おいしくなあれ」。とお米に声をかけなが

ら、とぐようにしました。まだまだお母さんのようにできないけれ

ど、少しずつお米がとげるようにがんばりたいです。 

わたしは、お姉ちゃんとケンカしたとき、イライラしたり、くやしく

てなみだが出てきます。でもごはんを食べると、さっきまでのイライ

ラやくやしくて泣きそうになっている自分が、うそのようで食べ終

わると気持ちが楽になってくやしい気持ちがなくなりました。ふし

ぎなお米、元気が出るお米、えがおになるお米だと分かりました。そ

んなふしぎなお米があることを知って、お米の力ってすごいなと思

いました。そんなお米の力を、みんなにも知ってもらえれば、いやな

こともなくなり、みんながえがおになればいいなと思いました。 

お米をとげるようになれば、「生きる力」をお母さんは、プレゼント

することができると言ってくれました。お母さんが、具合が悪いとき



やどうしても動けないときは、「ごはんをたいておくね。」と言えるよ

うにそれまで、上手にお米をとげるようにしたいです。わたしがとい

だお米を、家族みんながおいしいねと言ってくれるようにしたいし、

わらってすごせるように今日もお米とぎのお手伝いを、がんばりま

す。 


